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［北海道農業経済研究 第10巻第2号 2002.3] 

［報告］

「地域農業と自治体農政の展開」

一清水町における農業支援システムの構築とその実践一

I . はじめに

清水町は（平成6年度）農家戸数535戸で、全

道8番目に当たる 165億の農業粗生産額をあげ、

自他ともに認める農業大国として、北海道はもと

より日本の農業を支える中心的役割を果たしてき

た。さらに、本町の経済は製糖業を始めとする農

業関連産業の発達もあり、この農業の大きな基盤

の上に成り立ち、まさに農業は本町の基幹産業と

して重要な位置づけがなされてきた。

しかしながら、順調に進んできた本町農業も昭

和60年代頃より多数の農家が離農に追い込まれ

るなど不名誉な状況が生じてきた。これには、生

産価格の低下等農産物自由化による外的要因が上

げられるが、このほか清水町農業そのものが抱え

る構造的な問題（人・組織づくり、生産基盤整備、

土づくり対策の遅れ等）が表面化してきたものと

考えらる。平成に入りこれら現象がさらに加速さ

れる状況となり、残念ながら農業大国清水にかげ

りが見えてきたことを認識せざるを得ない状況と

なった。

阿部―男＊

ある（あった）ように、未来へ向けても永続的に、

本町経済活性化の（極めて）重要な役割を担うと

の判断に立ち、清水農業の再構築を図るべき農業

ビジョンの作成に取り組んできた。

この農業ビジョンは、北海道地域農業研究所の

支援を得て、平成 6年・ 7年の 2ヵ年間に、 18

回の策定委員会と 6回の審議委員会で検討された。

そして、本町農業の問題点の調査分析結果をもと

に、その解決方策を探る、『未来をはぐくむ清水

町農業の躍進』としてまとめられた。これら課題

は、中• 長期的な視野で解決しなければ成らない

ものもたくさんあったが、目標年度をしっかり定

め、計画的且つ確実に実施できるよう取る進めら

れた。

いずれにしても、今回策定された農業ビジョン

は農業者ばかりでなく清水町全町民からも十分な

コンセンサスが得られ、 21世紀の清水町を展望

する役目を果たすものと期待されるものである。

皿．農業ビジョンの内容

1 . 清水町農業・農村づくりのシンポルテーマ、

II . 農業ビジョンの作成 施策テーマ

そこで、本町では、農業が過去も現在もそうで 農業ビジョンのシンボルテーマ「未来をはぐく

む清水町の躍進」、施策テーマ「経営・心• 身体

＊清水町農林課
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と12の戦略プロジェクトの関

係を図 1に示したが、具体的政策は、農業生産基

本計画、環境保全型農業の取り組み計画、農村女

の3つのゆとり」 性パワー促進計画、農村生活基本計画の4つの柱

からなっている。

シンポルテーマ

未来をはぐくむ清水町農業の躍進
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農業・農村活性化
(J)将来イメージ ／ジ

経営1!)ゆとり＝も1!)づ〈り
心I!)ゆとり ＝ひとづくり
身体のゆとり＝しあわせづくり

農業生産基本計画 環境保全型農業の取り組み計画 農村女性パワー促進計画 農村生活碁本計画

生活を楽しめる地域づくりと健康で活力あ
ふれ、潤いのある家庭生活の保持。

女性への農業生産•生活全般に対する適正評価で、
潜在的パワーの発揮。

3つのやさしさでクリーン農業の確立
（「北海道農業のめざす姿」の重点政策でもある）
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凰1清水呵農纂，農村う〈f! /J)シンボル、蔚策テーマと12 IJ)戦爵プロジェクト

2. のぞみ対策事業（ビジョン 5ヵ年計画）の

実施

12の戦略プロジェクトの具体的対応策を次の

ようにまとめた。

1)農業経営の方向

中・大規模専業経営の安定育成

中規模複合経営の安定維持

共同法人化など組織経営体の育成

2)町農業の将来を担う若手農業者の確保育成

(1) 

(2) 

(3) 

(1) 

をめざし

後継者の就農促進と農地の担い手集積の

(2) 

(3) 

ためのドリーム事業

長期実習生の住宅を付帯した若者交流広

場の建設

担い手の資質向上研修事業

3) コスト低減や労働軽減によるゆとりある農

業経営の展開

(1) コントラクター制度の運行を視野に入れ

た労働支援センター組織の設立

4)生産性の向上を目指した土づくり事業や高

品質農畜産物生産対策の充実

5)足腰の強い農業の確立を目指した負債軽減
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対策としてののぞみ資金事業

6)農村女性活動の推進

これらの推進にあたっては、表 1に示すのぞみ

対策事業（ビジョン 5ヵ年計画）が予算化され、

平成8年をビジョン実施元年として実行に移され

た。

表 1 のぞみ対策事業（農業ビジ司ン関連 5 ヶ年計画）

事業名 防 8年 9年 10年 11年 12年 総合 予 算 の 内 容 （予算措置の）背景と（期待される）効果

大蘭復蘭作H育度 ・てん葵全睛翡●10合＇入9馘 匝てん困〇・労比9茎カが不賃足少直 itすや、ill研ぎitも遺か認蹟樹）競した,J漫．翡喜が如、頭
（てん葵翡逹蒻観眉 ◎ ◎ ◎ する蘭自となり、こ0ことが虹作安定ll!lを遺りる上で大tな9窟と位っている。こ0たり、
（てん葵帽反麦局） 畑 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ • 作付I/者・讀瓦者に対する夏国合 近年ようや〈目発が遺んできた豆目・てん困O因tt但9蘭〇爾入の蘭尻、てん困~iillHU~角度がらも重屡

（皇豆ピックアップ

゜゜
• 大§コンf¥令インピックアップアックチO尻り付lj翡成 匝・埠難蒻砂肩宮とtっていた労9滋暉滋される、これに伴い直正な篇作信粒蘭立され大規

酎Ill 復蘭作0安定1l習が柑直される。

キャI¥ゃッ§植9等＇人位尻、 匿匝璽園•大翡瞑に移行できな鴻島でじキャI\'''}等硝譲闘靭爾入しよる』位生産11~釦囀
＂附想祖腔育尻 野

゜゜゜゜゜゜
・1111!産集Ii府Ill!~展目［より所得0安定蘭屈が月待される

土う〈り（虹翡） 畑 ◎ ◎ ◎ ◎ ai且倍(750ha)交侵甘作
匝頸 上述凋蒻はり悧骸眉祁品が眉れも音力が炉、一尉蘭俯傷品龍下臼舟iとも位っている
既雌E等よりも連閥詞翡駐、悶統安定生産が難でtる

大屡掛固m 育尻 匝・ 僑生硯＂闘•生輯）95位/133と思〈、乳代狐JIiiもも。今租親綱紐あり
（良9駐産翡） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ・U紐甜甜討.,9精鳴鴎訊訳より予騎J: ・ 舷6年日硯枕研駐翡び茎雌平均2.6%で靭科の3.6%に比ぺ大差がついて

いる。これじ生産翡籾郎晴り返しa策舛、雌〖纂餞晴れ等はる祖翡雌iがあI/ られ、

酪 ◎ 今祖も菫〈可粒がある。こ ~t,り8年阻より当首3%煽産基目にあるが、淋IJ眸で+1%肛をとり生産者
，， が安心して娼産出棄る園慎IHIする。
（生駐産安定化対策 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ・80,000tX 1 % 匿・ 樟難蒻行に伴ば、uの安定r,11産と1傾i0llき上Ifにより、よIJ-i虞 itが龍さ

（状況により補正対応） 訪。

臣精昴§植活岡 酪 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 海外洟自差精昴m 屑一畠位尻
＂輯員閻Iii〈闘瞑姐が喜い、Ill位d良惰1H臆頒上が雑

●穎方がら~a釈り具店〈、しかもスヒ゜ート-~阜〈、符素的に11習昭安定till遣される

註】＇柑恨生産難 酪 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 良駐腺豆（忙サン）0子代龍、 土履悦
匠回~Hll和へ O依存〖のいいll責9月雑我られていが、眉信9鑓ぼ仕閥If出ている
誌貫戟躙屈により安定iしが1i1られる。

紐Fl拉翡 肉 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 精沿l1蘭（見』牛480広、 柑定牛360本X0.55)
匿直 今ま⑲(U)Fl生産9農哨到晨§充策、優賎稲翡判）柑定難難
良IFl肉的産はる耕観統定

閃凋牛防§対策 肉

゜゜゜゜゜゜
サ狂ネう岳観絹

匠匝墨l大雌itに伴い伝染性諒賤生がII這紐月の直対蒻、
これtよリ一位昆I象の§生位止にもり具

8年よりIV復行屑lcI行、10年からJントうククー絹覆Ml行 匝匿圏9蘭コストの為Iと秀I不足§莉itし餞国
lll支§センクー 共 ◎ ◎ ． ． ． ． 12年度がら0全眉1行予定、 11員ii絹蘭f(オ^ 科゚人件9含） 9姐~•屏菖と労9不足0舅消が1il られる。H~大規晨化も相這され、 i1i得〇向上が月待され1l習~

“輯翡 載9入II蘭 安定がよりー9柑遺され；。

事業名 胚 8年 9年 10年 11年 12年 合計 予 算 の 内 容 （予算措置の）背景と（期待される）効果

8年翡誠、9積翡闘蹟賊、10年11良L貨合誠 四醒 月法人化は今ltcIII!謂靭大きな蒻即1?、淋IJc原IJ罷狐近凱比べ樟窪れてる
共月法人H柑這モテ.JI, 共 ． ． ． ． ． ． モデ聞［龍する等難府な困鼻対策tとることはり本IJUJIIII習方節1つとして位1られる

訃傷300、観・UターンII量雌者砒撓［大賣合(160X3ha) 四匝勇lm 碩揖（中、社が小さい靭釉により謹者未定164戸→全肋雌践が最大鵡
§息〖Iト・リーム 後 ． ． ． ． ． ． X1/2=2, 500訥←事例発生時補正対応 雌舷O鵡は現I韻競誼こ、舵21月cU靭くい止り策として難さる

アク'IJ*ームIi! 後 ◎ ◎ ◎ （度9生等~)住宕・及び付’交滋Ji;HH
厘鱈困難生が多舷町るが甜ii罪翡紛祖1/入れ園翡（、転青毎と殻鵡も信（定I翠雌い
"⑭長闘討雅、さらば泣O翡§により蹟音幌躙§が難でtる

＇村Uilt゚ネス 婦 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 賃9祖雌謂、 ふるさ t~ほコンテスト他
匝匿 m11が停褐駒、I村叫t晨fl!詈

Ii人0賃I自上 ·/I゜ワ—~Hで9村O活性｛し；

ピジョン柑這甜 共

゜゜゜゜゜゜
貰9、蒻ク・゚翡、 顛 ヒ・シ・ョン祖氾~t,り~~H

各誼貴針L貴鎌昧屠合利衣まで随子雌（着偉案1.5~) 四 I!餞善t直籍鞠かつ安度的u集靱を翡す社でl1往負眉が大き情喜と位っている
のぞみ資金 共 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 璽クミカンのm、siu農町全に1ついto.5湖惰偽
（負難沿憤） 8,480、譴10,169あり 回 E存難灘輯により11魯呪着が柑這される

合 計

※ 1 区分は経営形態等で畑• 畑作 野• 野菜 賂・酪農 共• 共通 後・後継者 婦・婦人

※ 2 表中の印は O実施課題 ◎重点課題 ●最重点課題
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N. 農業ビジョン5ヵ年計画の推進経過

5ヵ年計画は、課題別に実施計画、重点計画、

最重点計画の 3つに区分し推進された。その中を

みてみると、労働支援センターが発展して (1年

の調査研究の後）、平成 9年に設立されたコント

ラクター組織（清水町農業サポートセンター）は、

現在順調に 3500ha以上の請負作業を行い地域農

業の発展に大きく貢献している。平成8年に設立

されだ畑作共同法人のメロデイーファームも地域

連携型法人として信頼を得ている。既存負債利息

の末端2%への軽減対策も予想以上に効果をあげ

ている。また、新規就農ドリーム事業も 44件の

適用があり、後継者の就農促進や農地の担い手集

積に効果を上げている。さらに、農業経営は大規

模化の方向に進んできており、これら経営の安定

化や土づくり対策も推進され、農業ビジョン計画

は順調に遂行された。

V. 農業支援新システムの構築と農業振

興公社の設立

1 . 農業支援新システムの構築

しかしながら、こうしたビジョン対策期間中も、

経営不振や後継者不足、高齢化等から離農者が多

数出ていた。これら離農者の農地については、 ド

リーム事業等の有効活用により、跡継ぎがいる近

隣農業者が吸収してきたが、規模拡大も限界にき

ており、このまま推移すれば、農地の遊休化、離

農の一層の進行などにより地域農業の維持発展が

難しい状況となってきていた。

こうした状況に適切に対応し、本町農業の振興

を図るためには、人・担い手づくり対策（担い手

育成事業）、農地対策（合理化事業）、労働支援対

策（農作業受委託事業）、新規就農者・中核農家

の経営改善対策（経営改善指導事業）を総合的に

組み合わせた強力な体制が必要と考えられた。特

に、本町では、これまで担い手対策等の事業につ

いては、町・農協等関係機関で組織する協議会等

を設置しその対策を講じてきた経緯があるが、こ

れら事業を一元化した中で、効率的でより高い効

果が発揮される、新しい農業支援システムを構築

した（図 2)。

（財）清水町晨纂辰具公社
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＇晨生産法人育成事業

担い手（後継者・新規参入者・農業生産法人） ＇営農試験□示圃運営

の農地利用集積の促進・経営（生産）規模拡大

農地保有合理化事業

等の道公社との連携IIi業施設等の翡顆唇

目2j青水呵農纂支履面システム

2. 農業振興公社設立と農地保有合理化法人

農業支援システムの構築にあたり、その中心的

な役割を担う目的で清水町農業振典公社を平成

11年 12月13日に設立した。この公社は、農地

の円滑な流動化対策もあり、農地保有合理化事業

の承認を得るため、第3セクター型でこの資格を

得ることが出きる、財団法人として立ち上げた。

なお、農地保有合理化法人としては北海道では、

北海道農業開発公社と 7農協が資格を得ているが、
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市町村公社としては始めてであった。

特に、清水町や JAではなく、第 3セクター型

の合理化法人としたのは、農地流動化（売買）が、

負債整理との絡みもあり、第3機関の介在が事業

の四骨な推進に大きな役目を果たすものとの判断

もあった。

3. 農業振興公社事業の仕組み

公社事業の仕組みを図3に示したが、地元後継

者の確保や円滑な規模拡大の推進、さらには、新

規参入者の確保等を合理化法人が行う事業の農地

の流動化や農作業受委託協議会が行う労働支援と

の関係の中で解決しようとするものである。

さらに、平成 13年4月からは、農作業受委託

協議会が農協、公社等が出資する有限会社として

独立し、農業生産法人格を有し、農地の受け皿と

しての機能が発揮できるシステムに変革し、地域

の農業の維持•発展により柔軟な対応が可能となっ

た。

4. 農業振興公社組織と業務分担

公社組織および業務分担を図4に示した。組織

は、理事 11名、監事2名、評議員 13名と事務局

＋ 【理事長】

I 
【事務局長】

,---------------● -------1--------------------------, 
．．．  . . . ． ．、

言->12 言妻隻 ft~姿

(1 3以名）

重 (3 : 局長蘭1) 濃地調整諷 (1) 胆い手育成唇(3)

［専属職員 ']  
［町派遣 ']  

［町派（局長）']
農協派遣 1 

専属臨時 2 （道派遣枠外 1)

ほ屠俳ll(llt) 1 

〔総務係： 2〕 〔農地流動係： 1〕 〔後継者育成係： 2〕

農地・施設管理 農地保有合理化事業 研修生募集・受入

庶務会計 （賃借事業） 農業実習・ 宿泊指導

職員福利厚生 管理耕作調整 新規就農者等育成

〔コントうククー調整• 試験 〔経営改善指導係：1翻〕

展示圃係： 1〕 経営支援センター業務

作業受委託調整 営農改善指導

試験展示圃管理 〔花嫁対策係： 1) 

花嫁確保対策

且4)青水呵農纂辰異公社紺畠と纂務分世
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7名で運営される。理事は町、農協理事者及び農

業者代表からなり、監事は町収入役と農協監事が

それぞれあたる。評議員は、町外の学識経験者2

名を含み、町、農協の事務責任者や指導的立場の

農業者がこれにあたる。また、事務局体制は、当

初、役場から 2名、農協から 1名の派遣を含む総

勢 10名のスタッフが配置されたが、前述のとお

り農作業受委託協議会が独立したため、オペレター

は別組織となり、事務局は平成 13年4月1日よ

り、事務局長 1名のほか、総務課3名 (1名事務

局長兼務）、農地調整課 1名、担い手育成課3名

の計7名体制となった。

業務内容は、総務課は総務全体と、施設管理、

試験展示圃管理等を行い、農地調整課は、農地保

有合理化事業とこれに伴う農地保全管理を担当、

さらに、担い手育成課は新規参入就農のための諸

対応及び地元後継者の確保育成、花嫁対策、営農

改善指導業務を担当する。

5. 農業振興公社実施事業

農業振典公社の基本方針を事業別に説明する。

1)担い手育成事業

本町農業の将来を担う多様な担い手を積

極的に育成するため、次の事業を実施する

(1) 計画的な新規参入就農者の確保による円

滑な農業継承システムの確立一夫婦者を

主体として就農のための研修の実施

(2) 担い手農家の経営向上対策ー研修機会の

確保・酪農コンサル事業

(3) 地元後継者の花嫁確保

(4) 長・短期実習生の募集及び指導

(5) 実習生と地元後継者の交流会の開催

2)農地流動化対策事業

農地保有合理化事業の実施により、優良

農地の遊休化を防止し、農地の確保及び担

い手集積を推進する。

(1) 経営規模縮小や離農志向農家から農用地
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を借り入れ、担い手農家（認定農業者等）

規模拡大志向農家に貸付を行う。（賃貸

借事業）

(2) 道農業開発公社と連携のもと農地保全管

理緊急対策事業を実施し、当面受け手の

見つからない農地の流動化につとめる。

(3) 売買事業については、当面、従前どおり

道公社主体事業で実施する

(4) 農地の動向調査を実施し、円滑な流動化

システムを構築する。

3)農作業受委託事業

規模拡大農家や高齢化による労働力不足

を支援し、農業生産の維持拡大を支援する。

平成 15年度の目標を 4,000haに置き需要

の増大に対応する。

4)農業生産法人育成事業

経営感覚に優れた効率的な経営体として

の共同型農業生産法人の新規設立と既存法

人の安定経営を支援し、地域の担い手とし

て位置づけする。特に、酪農タイプの法人

の設立をめざす。

5)営農展示圃運営事業

栽培技術の改善や地域適応品種の検討に

よる農業生産性の向上に役立てる。

また、新規就農者の実習農場として、技術

習得研修の役割を果たす。

6)研修施設等管理事業

清水町からの管理委託を受け、実習生の

宿泊や若者交流広場及び実習試験圃場の管

理運営を行う。

7)地域特産物の開発及び都市と農村との交流

事業

地域特産物の研究開発及び都市と農村と

の交流事業の研究協議を行う。

8)農業振興基金の創設と運用事業

上記事業の円滑な実施運営のため町と農

協で基金を創設する。



(1) 新規参入就農者の営農開始の借入資金等

の保証ができるシステムの構築

(2) 農地の円滑な流動化のための資金（農地

保全管理緊急対策事業等）

これら支援事業の円滑な推進により、地域農業

の発展に寄与する大きな役目を担っている。

VI. おわりに

平成6年から取り組んだ農業ビジョンの策定は、

清水町の今後を見据え、平成8年から実践計画の

推進が図られた。これは、本町の農業構造改革と

もいうべき大がかりな内容を包含したものであっ

た。現在、農業ビジョン短期 5カ年計画が終了し、

新5カ年計画の策定をしている最中であるが、地

方自治体の予算が逼迫してきている中、非常に厳

しいものがある。

しかしながら、これら一連の取り組みは、本町

農業の持続的展開という長期的な展望にたち、そ

の方向をしっかり定めたが、その方針に沿って 1

歩前進できたと思っている。特に、今後の本町内

外からの担い手の確保・育成の推進、農地の流動

化推進、さらには農作業受委託推進の有機的連携

による総合的な農業支援システムの構築は、必ず

や、今後の本町農業の発展に大きく貢献できるも

のと確信する。
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